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　「ピッ！ピッ！」
　バーコードを認識する「聞き慣れた」音。
　ここはスーパーのレジではなく、学校にあ
る図書室の貸し出しカウンター。
　現在では当たり前の光景だが、10 年前は
「貸出カード」に 1冊ずつ書名と貸し出し期
日、返却期日等を書いていた。その「貸出カー
ド」も 10 年たった今、探すことも困難になっ
てきた。
　学校図書館の 10 年とはどのようなもの
だったのか？

○急速に進む学校図書館の IT 化

　平成（1989 年）に入り急速に進む IT化。
　時代はバブル絶頂期。
　1990 年代には学校に個人のワープロを持
ち込んでワークシート等を作成する先生方の
姿も見られるようになった。
　また、学校にコンピュータが導入されたの
もこの時期ではなかっただろうか。マウスも
なく、キーボードのどの部分を押したらいい
のか、間違うと壊れるのではないかと、入力
は情報担当の先生方へまかせっきりだったよ
うに思う。	
　日本社会の動向はというと、
平成 7 年 （1995） インターネットブーム
平成 12 年（2000） IT ブーム
平成 13 年（2001） IT 不況（バブル崩壊）
平成 14 年（2002） 情報家電景気

　コンピュータが小型化し、家庭でもイン

ターネットが使える時代となり、我が家でも
平成 9年に第 1号のコンピュータを購入する
こととなったのである。
　平成 4 年度（1992 年）には、浦添市の中
学校図書館へ沖縄県内初となるコンピュータ
が導入され、10 年後の平成 14 年度には那覇
市の全小中学校への導入が完了した。恐ろし
いほどのスピードである。

○蔵書のデータベース化

　私が勤めていた那覇市では、平成 10 年度
（1998 年度）から 3期にわたり文部科学省の
事業を活用し、蔵書のデータベース化を行っ
てきた。
　平成 14 年度（2002 年度）から実施されて
いる学習指導要領に位置づけられた「総合的
な学習の時間」へ対応できるように学校図書
館の整備が始まったわけである。
　学校図書館は本を借りたり、本を読んだり
する場所。もちろん必要に応じて調べ学習も
行っていたのだが。「読書センター」として
の機能が中心だった「学校図書館」が「総合
的な学習の時間」が開始されることによって、
「学習・情報・資料センター」の役割も求め
られるようになった。

【データベース化のメリット】
①貸出・返却作業の簡素化。操作が簡単なの
で児童生徒が気軽に本を手にするようにな
る。特に字を書くのが遅い小学校低学年や

IT 化した学校図書館（雑感）
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男子にとってはメリットが大きい。
②調べ学習をする際に、どんな本が自校にあ
るか検索が可能となる。
③児童生徒の読書状況を管理できるため、読
書傾向を把握することができ、個に応じた
読書指導が可能となる。
④貸出状況の把握が容易となるので、多読者
や延滞利用者の一覧等をすぐ作成できる。
⑤一度データベース化すると新しい図書を購
入しても管理が簡単に行える。蔵書点検の
簡素化にもつながり、年間の貸出期間の延
長が可能となる。

　時代の流れも手伝い、勤務校の中学校でも
蔵書のデータベース化が行われた。
　3000 冊以上ある蔵書に 1 冊ずつバーコー
ドを貼っていく。学校に配置された司書だけ
では作業を進めることは難しく、保護者や地
域へ声掛けをし、ボランティアを募った。
　バーコードを貼った書籍を 1 冊ずつコン
ピュータへ取り込んでいく。気の長い作業で
あった。
　現在のような貸出ができるようになるまで
には、多くの方々の協力が欠かせなかった。

○データベース化による効果（那覇市）

　コンピュータでの貸出が始まると、（予想
はしていたが）生徒が図書館に殺到した。普
段本を借りることのない生徒もコンピュータ
を操作したくて集まってきた。特に、読書を
しない男子を図書館に向かわせるのにこのシ
ステムは最大の効果を発揮した。資料は少し
古いが、平成 13 年度のカード記入を行って
いた時の読書量と、コンピュータでの貸出が
定着しつつあった平成 17 年度の読書量の比
較を下記に掲載する。

【年間読書冊数の比較】
　　平成 13 年度（カード記入）
　　平成 17 年度（コンピュータ）

小学校（那覇市）
H13 H17 増加率

男　子 66.1 冊 129.7 冊 96%

女　子 96.4 冊 155.7 冊 61%

全　体 81.3 冊 142.7 冊 75%

中学校（那覇市）
H13 H17 増加率

男　子 21.3 冊 37.8 冊 77%

女　子 34.7 冊 43.7 冊 25%

全　体 28.0 冊 40.7 冊 45%

表からもわかるように、男子への効果は顕著
なものであった。

○「司書教諭」の配置と「学校図書館司書」

　学校図書館の 10 年で大きく変化したのは
貸出等のシステムだけでなく、人的なものも
含まれるだろう。平成 9 年（1997 年）に学
校図書館法の規定が改正され、12 学級以上
の学校には「司書教諭」を配置することとなっ
た。私たちの子どものころから、図書館には
「学校図書館司書」が配置されていたため、「司
書教諭」の配置には多くの誤解も招くことと
なった。
　昭和 28 年（1953 年）に制定された「学校
図書館法」の第 5条の第 1項には

学校図書館には、学校図書館の専門的職務
を掌らせるため、司書教諭を置かなければ
ならない。

と定められている。
しかし、附則第 2項で
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当分の間、司書教諭を置かないことがで
きる

と定められていたため、44 年間も全国的に
司書教諭の配置がなされていなかった。
　その結果、全国の多くの学校では図書館を
専門的に掌る職員を配置できず、開館するこ
とのない「書庫」となった学校図書館も多く
あったと聞く。
　財政的にゆとりのあった自治体は独自に学
校図書館司書を配置していたが、多くの学校
は図書館主任のみの配置であった。沖縄の場
合、アメリカ政府統治時のシステムをそのま
ま引き継いだため、学校図書館に「司書」が
配置されていたのである。
　私たちが当たり前だと思っていたことが、
全国的にみるととても恵まれたことだとわ
かったのもこの時期だったように思う。
　規定の改正により、学校図書館には司書教
諭が配置されることとなったが、多くが専任
ではないため、全国的にみると学校図書館の
改善は十分とはいえない現状だ。

【12 学級以上の司書教諭発令率】（H22）

小学校 中学校

全　国 99.7% 99.0%

沖縄県 98.0% 89.7%

【学校図書館担当職員（司書）配置率】（H22）

小学校 中学校

全 国 44.8% 45.2%

沖縄県 97.8% 97.4%

　図書館司書の配置となると現状はもっと厳
しい。沖縄県は全国に比べてかなり優遇され
ていることが表から読み取れる。当たり前だ

と思っていた「学校図書館司書」の配置は、
実はとても特別なものだったのかもしれな
い。
　先に述べたが、この「司書教諭」配置の法
改正は「図書館司書」の引き上げという誤解
も招いてしまった。財政的に厳しい自治体は、
図書館の専門職が配置されたのだから、司書
は置かなくてよいのだと誤解してしまったの
だ。確かに「学校図書館司書」の配置に関す
る法的な規定はないが、学校図書館を児童生
徒がいつでも活用できる状態にするためには
「司書」の配置は必須である。
　この 10 年の間に研究団体の「学校図書館
協議会」や「行政」側から学校図書館に関わ
ることができ、全国の現状や沖縄の現状、「司
書教諭」や「学校図書館司書」のことを理解
できたことは、私にとって大きな財産になっ
たように思う。
　仕組みを理解し、司書教諭と学校司書がき
ちんと連携しなければ図書館機能を活かせな
いばかりか、学校司書の配置も危うくなって
しまうことを痛切に感じた 10 年だったよう
に思える。

○学力と学校図書館

　全国学力調査が実施されて 5年目。沖縄県
の学力は、少しずつ改善の方向に進んでいる
ものの、全国との差は大きい。
　文部科学省は「学力向上」と合わせて「読
書活動」の必要性を示している。
　以下は文部科学省「読書啓発パンフレット」
から「読書の意義」の一部である。

子どもたちにとって読書は

言葉を学び

感性を磨き
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表現力を高め

想像力を豊かにするなど

人生をより深く生きるための

力を身に付ける上で

不可欠です。

これからの時代に求められる国語力
（平成 16 年文化審議会答申）

読書は

人類が獲得した文化である。

読書により我々は

楽しく知識が付き

ものを考えることができる。

また、あらゆる分野が用意され

簡単に享受でき

しかもそれほど費用が掛からない

という特色を有する。

読書習慣を身に付けることは

国語力を向上させるばかりでなく

一生の財産として生きる力ともなり

楽しみの基ともなるものである。

国語力との関係でも

既に述べたように

読書は国語力を構成している

「考える力」「感じる力」

「創造する力」「表す力」

「国語の知識等」の

いずれにもかかわり

これらの力を育てる上で

中核となるものである。

特に、すべての活動の基盤ともなる

「教養・価値観・感性等」を

生涯を通じて身に付けていくために

極めて重要なものである。

　「読書」は「学力向上」はもとより、人間
形成の上でも重要な役割を果たすことが示さ
れている。
　今後は、「学校図書館」をどのように活用
し、新学習指導要領に示された「言語活動」
を実践していくかが課題となってくると思わ
れる。

○終わりに

　昨日、廃棄本の裏表紙に「貸出期間票」を
見つけた。今は、コンピュータでの貸出・返
却となっているため「貸出期間票」が貼られ
ることはない。貼られていても何も書かれて
いないことが多いが、今回のは【1の 5　○
○○○　4,12		4,17　済】　
と、何名もの生徒の名前が残っていた。
　「あ！○○さんも読んだんだ」
　「たくさんの人が借りているな」
　「誰も借りてないんだ」
と学生の頃に戻ったような懐かしさがあっ
た。今のシステムでは、誰が借りたのか、ど
れだけの人が借りたのか、本を開いても情報
が入ってくることはない。便利になった反面、
一つのコミュニケーションが失われたような
気がするのは私だけだろうか？
　「学校図書館」の蔵書がデータベース化さ
れ、コンピュータでの貸し借りが日常化して
10 年、その間にも社会は大きく変化し、本
自体もデジタル化してきた。
　携帯電話を使用して執筆し閲覧する「ケー
タイ小説」。インターネットでダウンロード
して iPad やパソコンで読む「電子書籍」。
　「ケータイ小説」や「電子書籍」は図書館
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や本屋へ行く必要もなく、本棚もいらない。
IT化した現代を象徴する書籍だ。
　入院患者のために電子書籍の導入を考えて
いる病院もあると聞く。画面の中でページを
めくることもできるので、今の書籍とあまり
変わらないのかもしれない。が、アナログの
書籍の紙の匂いや手触りは感じることはでき
ない。
　更に新しい電子書籍として、映像データや
音声まで組み込まれたものも開発されている
ようだ。かゆい所に手が届く電子書籍、想像
力はどうなるのだろうか。
　学校図書館だけ見てもこの 10 年の変化は
すさまじいものがある。社会がどんどん変化
する中、学校図書館からアナログの書籍がな
くなり、電子書籍が入った iPad やパソコン
が並ぶ日もそう遠くないのかもしれない。　
――――――――――――――――――――
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